
 

 
平成 29 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス   

教科目名 計測工学 担当教員 福永哲也 

学年学科 ４年 電子制御工学科 通年 必修 2 単位(学修)  

学習・教育目標 （Ｄ－３ 計測・制御系）1００％ 
JABEE 基準１（１）：（ｄ） 

  

授業の目標と期待される効果：  

モノづくりの過程で，対象物を正しく認識し

理解するための測定という観点から，計測の原

理・方法，実験データの精度，実験データの解

析法などについての知識の習得する．具体的に

は以下の項目を目標とする． 

 

①計測の基礎知識について理解する 

②データの誤差・統計的性質について理解す

る 

③データの解析方法について理解する 

④各種計測機器の構造や測定原理，測定方法

を理解する 

⑤信号の計測法について理解する 

⑥信号の処理方法について理解する 

成績評価の方法：  

前期：中間試験 100 点＋期末試験 100 点＋課題 50 点 

後期：中間試験 100 点＋期末試験 100 点＋課題 25 点＋レポート 25

点 

学年：前後期の重みを等しくして合計し得点率（％）で評価する．
なお，成績評価に教室外学修の内容は含まれる． 

達成度評価の基準： 

教科書の練習問題および授業中におこなった演習問題と同レベルの
問題を試験で出題し，6 割以上の正答レベルまで達していること．具
体的には，以下の項目についての達成度が得られていること． 

①計測の基礎知識についての知識の習得（６割以上） 

②データの誤差・統計的性質について理解し，関連する問題を６割
以上できること 

③データの解析方法について理解し，関連する問題を６割以上でき
ること 

④各種計測機器の構造や測定原理，測定方法が理解（６割以上）で
きること 

⑤信号の計測法について理解し，関連する問題を６割以上できるこ
と 

⑥信号の処理方法について理解し，関連する問題を６割以上できる
こと 

授業の進め方とアドバイス： 

教科書および配布資料を用いた講義を基本として，演習，レポートを随時実施する．講義の内容で理解できなかった
個所を学生自身で復習できるように，演習問題の自宅学習課題を与え，レポートを提出させる． 

教科書および参考書： 

計測システム工学の基礎（森北出版） 

授業の概要と予定：前期  教室外学修 ＡＬのレベル 

第 １回：計測工学の概要とデータ処理のための表計算基礎 
表計算ソフト（Excel）の
基本的使用法演習 

C 

第 ２回：単位と標準 
各種単位の組み立てにつ
いて演習 

 

第 ３回：測定の誤差と精度１（誤差） 
誤差についての演習問題
（Excel） 

 

第 ４回：測定の誤差と精度２（誤差の統計的性質１） 
正規分布の性質に関する
演習問題（Excel） 

 

第 ５回：測定の誤差と精度３（誤差の統計的性質２） 
正規分布誤差に関する演
習問題（Excel） 

C 

第 ６回：最小二乗法 最小二乗法に関する演習
問題（Excel） 

 

第 ７回：最小二乗法演習 C 

第 ８回：中間試験   

第 ９回：データの補間 データの補間に関する演
習問題（Excel） 

 

第１０回：データの補間演習 C 

第１１回：回帰分析と相関 回帰分析と相関に関する
演習問題（Excel） 

 

第１２回：回帰分析と相関演習 C 

第１３回：分散分析 分散分析に関する演習問
題（Excel） 

 

第１４回：分散分析演習 C 

期末試験 

第１５回：前期のまとめ 
データ分析処理に関する
演習問題（Excel） 

 

 



 

 

授業の概要と予定：後期  ＡＬのレベル 

第１６回：機械的測定１（長さ、角度、面） 機械的測定に関して、具体
的な測定法に関するレポ
ート作成 

 

第１７回：機械的測定２（質量、力、圧力、流速、温度、材料硬さ等）  

第１８回：センサとセンシング１（センサの概略、空間量の計測） 
センサとセンシングに関
して、具体的な応用例に関
するレポート作成 

 

第１９回：センサとセンシング２（力の計測、温湿度とガスの計測）  

第２０回：センサとセンシング３（光と音の計測、磁界の計測）  

第２１回：信号の計測法１（アナログ前処理、ブリッジ回路） 
オペアンプ利用法に関す
るレポート作成 

 

第２２回：信号の計測法２（フィルタ） 
フィルタに関する演習問
題 

 

第２３回：中間試験 

第２４回：信号の計測法３（フィルタ） 
アクティブフィルタに関
する演習問題 

 

第２５回：信号の計測法４（ノイズ対策、ＡＤコンバータ） 
ノイズ対策、AD コンバー
タに関する演習問題 

 

第２６回：信号の処理１（サンプリング、アベレージングとスムージ
ング） 

アベレージングとスムー
ジングに関する演習問題
（Excel） 

C 

第２７回：信号の処理２（相関関数） 
相関関数に関する演習問
題（Excel） 

 

第２８回；信号の処理３（周波数領域における信号解析） 
フーリエ解析の基礎に関
する演習問題（Excel） 

C 

第２９回：信号の処理４（ＦＦＴ） 
フーリエ解析に関する応
用問題（Excel） 

B 

期末試験 

第３０回：後期のまとめ 
信号データ処理に関する
演習問題（Excel） 

 



 

 
 
 
 
 

評価（ルーブリック） 

達成度 

評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

計測の基礎知識について

の知識の習得（８割以上） 

計測の基礎知識についての

知識の習得（６割以上） 

計測の基礎知識についての

知識の習得ができていない 

② 

データの誤差・統計的性

質について理解し，関連

する問題を８割以上でき

ること 

データの誤差・統計的性質に

ついて理解し，関連する問題

を６割以上できること 

データの誤差・統計的性質に

ついて理解し，関連する問題

をできない 

③ 

データの解析方法につい

て理解し，関連する問題

を８割以上できること 

データの解析方法について

理解し，関連する問題を６割

以上できること 

データの解析方法について

理解し，関連する問題をでき

ない 

④ 

各種計測機器の構造や測

定原理，測定方法が理解

（８割以上）できること 

各種計測機器の構造や測定

原理，測定方法が理解（６割

以上）できること 

各種計測機器の構造や測定

原理，測定方法が理解できな

い 

⑤ 

信号の計測法について理

解し，関連する問題を８

割以上できること 

信号の計測法について理解

し，関連する問題を６割以上

できること 

信号の計測法について理解

し，関連する問題をできない 

⑥ 

信号の処理方法について

理解し，関連する問題を

８割以上できること 

信号の処理方法について理

解し，関連する問題を６割以

上できること 

信号の処理方法について理

解し，関連する問題をできな

い 

 
 


